
　専門職がサポートすること、自分たちでやったほうが楽しいことの区分けが必要です。

　その場のリーダーやメンバーにただ受け入れ
を促すだけでは、一緒に継続して活動すること
は困難です。
　まずは、その場のメンバーが認知症の人や
障害のある人にとって困難なことを明確にする
ことで、メンバーだけではできないことがはっき
り見えてくるはずです。

　場のバリアフリー化、認知症の人や障害のあ
る人の介助、緊急時の対応など、対応が必要な
点をまずメンバーで共有します。その上で、メン
バーで手伝えることと、専門機関につなげる必
要があることをみんなで話し合いながら確認し、
専門職が外との連携をつくります。
　こうすることで、互助力が育ち、チームワーク
の絆が育ちます。

助けてもらうことはたくさん。
でもできることを仲間が引き出してくれて自信に変えてくれる。
そんな場所は少ない！

入口の階段は
車いすだと難
しいよね

1人じゃ行けない
し、家族も毎回は
無理だと思う…

症状が悪化したとき
どうしたらいいかわか
らないなぁ

スロープはこちら
で準備しましょう

通り道だから、行きと
帰りは僕が手伝うよ

何かあったら来ても
らえるように、近く
の医療機関にも話し
ておきましょう
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みんなでウォーキングがい
つもの活動。場のリーダー
は、ウォーキング中に道端
のゴミが気になる。

リーダーの発案で、み
んなでおそろいのヤッ
ケを着て、いつもの
ウォーキングのついで
にゴミ拾いを開始。

　「通い続けられる場」にするためには、地域に存在を
知ってもらうことも大切。
　地域とのつながりが生まれ、通いの場が地域を安全
で温かい場に盛り立てることにもつながります。

ゴミ拾いを始めて数日後、
あるとき、下校中の子ども
たちからの「ありがとう」が。
活動メンバーの中に、地域
とのつながり、地域貢献へ
の喜びが生まれ、活動への
モチベーションに。

なんか
気付いたら地元が
広くなったよね！

活動は徐々に大きく
広がり、地域とのつ
ながりや、助け合い
のきっかけを生む。
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